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大分県水害対策会議 復旧・復興推進計画

平成２９年１０月２０日

平成２９年９月１７日の台風第１８号に伴う記録的豪雨は、県南部を中心に

河川の氾濫や土砂崩れなどにより、甚大な被害をもたらしました。

これまで、緊急対応、応急復旧に取り組んできたところですが、被災後一ヶ

月が経過し、今後は本格的な復旧・復興へと移ります。

復旧・復興に向けては、「大分県水害対策会議」を９月２６日に立ち上げ、

同日に佐伯市、津久見市、臼杵市において、それぞれ市長をはじめ市関係者を

交えて現地水害対策会議を開催し、その後も被災市と意見交換を行い、また、

度々被災現場に出かけて状況把握に努めてきたところです。このように被災市

と連携し、また現場に応じた具体的な取組を「復旧・復興推進計画」として取

りまとめました。

今後は、この計画に基づき、関係部署が連携するとともに、国や被災市と協

力して、迅速な復旧・復興に向けた取組を着実に推進します。
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Ⅰ 被災者への支援

１ 暮らし・住宅再建の支援

(１)緊急対応［９月補正］

①災害救助法の適用

・９月１７日 佐伯市、津久見市

・適用のなかった臼杵市について、県から被服、寝具その他生活必需品

を給与

②災害派遣要請

・自衛隊（被災地の被害状況に係る情報収集～災害予防派遣）

９月１７日～１８日 津久見市、臼杵市（延べ１１２名）

③避難所の設置（避難者数の最大値及びその際の避難所数）

合 計 332箇所 752世帯 1,192人

内訳 佐伯市 44箇所 110世帯 157人

津久見市 55箇所 9世帯 11人

臼杵市 11箇所 60世帯 122人

その他 222箇所 573世帯 902人

※ 数値は、県が災害情報として公表したもののうち最大のもの（詳細は26頁）

④災害ボランティア等による支援

・災害ボランティアセンターを開設し、被災者の支援ニーズに応じた支

援を実施 佐伯市(9月18日～10月13日）、臼杵市(9月18日～10月10日）、

津久見市(9月19日～)

・津久見市については、今なお支援ニーズが高いことから、引き続きボ

ランティアを募集し支援を継続。メディア、WEBを通じ幅広くボランテ

ィア参加を呼びかけるとともに、県社協と連携し津久見市へのボラン

ティアバスを運行 （9/30～10/1、10/7～10/9、延べ７台、参加者数：２４６名)

・一般ボランティア活動累計 ８,０８２名 （10/18現在）

・県内経済界の青年４団体が被災事業所等の復旧を支援

（津久見市、佐伯市） 延べ６０名 (9/23～10/10)

・県、市、ＪＡ職員で援農隊を結成し、被災した新規就農者のハウス内

の定植等を支援 延べ３５名 (10/4～10/6)

・防災エキスパート（退職した県土木職員で構成）による、河川等の被

害状況調査を実施 延べ７８名 (9/22～9/28)
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(２)災害弔慰金、災害援護資金

①災害弔慰金の支給［９月補正］

・災害弔慰金を支給する市への助成（国1/2、県1/4）

②災害援護資金の貸付

（制度の概要)

「災害弔慰金の支給等に関する法律」に基づき、負傷、または、住居、

家財に被害を受けた世帯主に対し、生活の立て直しに資する資金を貸付

・実 施 主 体：市町村

・貸付原資負担：国2/3 県1/3 （市町村に無利子貸付）

・貸 付 限 度 額：３５０万円 ※次表を参照

世帯主の１ヶ月以上の負傷 150万円

250万円

家財の１／３以上の損害 150万円 270万円

(350) 350万円

住居の半壊 170万円(250)

住居の全壊 250万円(350)

住居全体の滅失又は流出 350万円

（注）被災した住居を建て直す際に、その住居の残存部分を取り壊さざるをえ

ない場合等特別の事情がある場合は（ ）内の額となる。

・利 率：年３％（据置期間中は無利子）

・償還期間：１０年（据置期間３年）

(３)被災住宅の再建に向けての支援

①被災者生活再建支援金（被災者生活再建支援法）（国の制度）

・適用市町村：佐伯市・津久見市 （９月１７日適用）

(対象：全壊１０世帯以上など要件を満たす市町村)

・支援対象者：住宅が全壊、大規模半壊した世帯等

・支 援 内 容：住宅の被害程度、再建方法等に応じた支援金の給付

給付額

基礎支援金 加算支援金 合計額

建設・購入 ２００万円 ３００万円

全壊 １００万円 （２５０万円）

(大規模半壊) (５０万円) 補修 １００万円 ２００万円

（１５０万円）

賃借 ５０万円 １５０万円

（１００万円）

※世帯人数が１人（１人暮らし）の場合は、上記額の３／４
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※（ ）内は大規模半壊世帯の場合の支給額

・申請窓口：市町村

②大分県災害被災者住宅再建支援制度による支援金(県の制度)［９月補正］

・適用市町村：全市町村

・支援対象者：住宅が全壊、半壊、床上浸水した世帯

※同一市町村内に引き続き居住する世帯を対象

※国制度の支援対象者を除く

・支 援 内 容：住宅の被害程度、再建方法等に応じた支援金の給付

給付額

基礎支援金 加算支援金 合計額

建設・購入 ２００万円 ３００万円

全 壊 １００万円 補修 １００万円 ２００万円

賃借 ５０万円 １５０万円

半 壊 ５０万円 建設・購入・補修 ８０万円 １３０万円

賃借 ５０万円 １００万円

床上浸水 ５万円 ― ― ５万円

※世帯人数が１人（１人暮らし）の場合は、上記額の３／４

・申請窓口：市町村

※店舗兼住宅については、店舗の被害が住家の居住に影響を与える場合、

住家の被害として調査対象とし、適用する

（例）２階への階段は、１段目が浸水した場合は床上浸水として取り扱う

③罹災証明の申請手続き開始

・佐伯市（９月２０日～）、臼杵市（９月１９日～）、津久見市（９月２１日～）

・申請に基づき調査を急いでいるところであり、終わり次第証明書を交付

(４)被災者の受入支援

①借上型仮設住宅（みなし仮設住宅）［９月補正］

・住宅が全壊又は流出した被災者へ民間住宅を借り上げて提供

入居期間 ２年間

借入実績 なし（１０月１８日現在）

②応急賃貸住宅［９月補正］

・住宅が半壊又は床上浸水した被災者へ民間住宅を借り上げて提供

（県1/2、市1/2）

入居期間 ３ヶ月（但し更新により６ヶ月間まで可）

借入実績 なし（１０月１８日現在）
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③県営住宅等における被災者の受入（１０月１８日現在）

・使用期間：原則６か月(１回更新可：最長１年）

→応急仮設住宅への入居要件を満たす被災者は、入居期間を２年間

に延長することができる（９月１９日～）

・使用料、敷金、連帯保証人を免除

(５)水道施設の復旧

①応急復旧、本復旧

被災した１９施設は全て復旧済み。応急復旧の施設については、現在、

本復旧に向けて工事中であり、下表のとおり復旧予定(１０月１８日現在)

種別 被災施設数 本復旧 応急復旧施設の被災内容、本復旧見込時期

上 水 道 ４施設 ２施設 ２施設

･佐伯市 ･臼杵市 ･佐伯市弥生

･津久見市 ･大分市 配水管破損 H30年3月

･臼杵市 ･津久見市津久見

･大分市 電気施設被災 H30年3月

簡易水道 ５施設 ３施設 ２施設

･佐伯市 3 ･佐伯市 3 ･津久見市四浦保戸島

･津久見市 配水管破損及び浄水施設被災 H30年3月

･豊後大野市 ･豊後大野市緒方

配水管破損 H30年3月

専用水道 １施設 － １施設

･佐伯市 ･佐伯市弥生 (市道復旧工事と併せて実施)

配水管破損 H30年9月

小規模給水施設 ９施設 ７施設 ２施設

･臼杵市 2 ･臼杵市 2 ･大分市上判田､端登

･大分市 3 ･大分市 送水管及びポンプ破損 H29年12月

･豊後大野市4 ･豊後大野市4

（断水及び給水制限：7,237戸 15,003人）

種別
提供可能戸数（受入実績）

佐伯市 臼杵市 津久見市

県営住宅 4(1) 4(1) 5(5)

県・教職員住宅 3(0) - 3(3)

市営住宅等 17(9) 16(5) 14(13)

国家公務員宿舎 5(0) - -

合計 29(10) 20(6) 22(21)
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(６)下水道施設の復旧

応急復旧により、汚水処理機能に問題なし

①下水道施設

○５施設５箇所（１０月１８日現在）

・佐伯市 １箇所

鶴見浄化センター門扉 → 平成２９年１２月復旧予定

・津久見市 ２箇所

雨水幹線（７路線） → 平成２９年１２月査定予定

津久見終末処理場 → 平成２９年１２月復旧予定

・臼杵市 ２箇所

下水道管(市道北海添線)→ 平成２９年１２月査定予定

臼杵終末処理場 → 平成２９年１２月査定予定

②農業集落排水施設

・１施設２箇所（１０月１８日現在）

佐伯市切畑地区 ２箇所 → 平成２９年１２月査定予定

③漁業集落排水施設

・１施設１箇所（１０月１８日現在）

佐伯市丹賀地区 １箇所 → 平成３０年３月復旧予定

(７)県税、使用料・手数料の減免

①県税の減免措置、申告の期限延長等

・制度：一定の要件を満たす被災者に対し、県税の軽減・免除、一定の期

間に限った申告期限の延長や納税の猶予を行うもの（個人事業税、

不動産取得税、自動車税等）

・県税事務所に相談窓口を設置

・減免の相談状況等（１０月１８日現在）

納税相談：６１件 減免：６件 減免額：１２６，４００円

②使用料・手数料の減免

・対 象 者：台風第１８号により、家屋や店舗等が被災し、市町村から罹

災証明書の交付を受けた者等

（減免例）県営住宅使用料、教職員住宅使用料、運転免許証

再交付手数料 など

・減 免 率：１０／１０（全額減免）

・減免期間：県営住宅使用料は６ヶ月を原則（１回まで延長可）

但し、応急仮設住宅への入居要件を満たす者は最長２年まで

・減免実績：１７件 １５８，７７０円（１０月１８日現在）
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(８)義援金等の募集、配分

①義援金受付額（９月２１日募集開始、１０月１８日現在）

大分県 ３，１５０ 千円

日本赤十字社本社・大分県支部 ６，３００ 千円

大分県・中央共同募金会 ９７９ 千円

合 計 １０，４２９ 千円

・大分県、日本赤十字社大分県支部、大分県共同募金会に加え、日本赤十

字社、中央共同募金会でも募集

②義援金配分委員会による配分

２ 医療・福祉・保健衛生

(１）被災者の健康管理、衛生活動［９月補正］

・保健所の保健師等が避難所を訪問し、健康相談及び感染予防指導

（佐伯市：9月20日～21日、津久見市：9月18日～9月26日）

・保健所の保健師が被災地区を巡回訪問し、健康相談を実施

（佐伯市：10月2日～継続中、津久見市：9月25日～継続中）

(２)被災地の防疫活動［９月補正］

・市が感染症を防止するために実施する消毒経費を助成

・消毒薬等を戸別に配布し、市による消毒も開始（９月１８日～）

（消毒完了：臼杵市、豊後大野市、消毒継続中：佐伯市、津久見市）

(３)施設等の復旧［９月補正］

①高齢者施設

・特別養護老人ホーム等 津久見市 ２施設

→ ９月２１日までにサービス再開

②認定こども園

・認定こども園 津久見市 ２施設

→ ９月２２日までにサービス再開
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Ⅱ 農林水産業・商工業等への支援

１ 農林水産業の再建

(１)農業者への再建支援

①相談窓口の設置

・事業継続を支援するための相談窓口を県振興局に設置

・倒伏、冠水等による品質低下や病害発生を抑えるための技術指導

・柑橘など果樹の樹勢回復に向けた技術指導

②金融支援、共済制度等

○借入資金の償還を猶予（関係金融機関に通知９月１９日）

○大分県特定災害対策緊急資金の発動（９月１９日から）

指定地域：大分市、佐伯市、臼杵市、津久見市、竹田市、豊後大野市

対 象 者：指定地域の市町村長の罹災証明を受けた農林漁業者

内 容：農業近代化資金等を借入れする場合、被災程度に応じ貸付

利率を0～0.3％となるよう上乗せ利子補給

→激甚災害指定に伴い貸付から７年間

○被災農業者特別利子助成事業等（国の制度）

対 象 者：市町村長の被害内容の証明を受けた農業者等

内 容：農業近代化資金等を借入れする場合、実質無利子化

→貸付から5年間（近代化資金の場合保証料も免除）

○大分県特定災害対策緊急資金に係る保証料の軽減措置

農業信用基金協会保証料を0.45％から0.2％に軽減

○既借入制度資金の償還困難者の借換え措置

農業経営緊急対策ｱｼｽﾄ資金の対象とし当該年度の約定償還元金を長期

資金に借換

○農業共済制度の活用

早期支払いを要請

(農作物共済(水稲)：基準収量の5～9割を補償、果樹共済(柑橘)：基準

収量の7～8割を補償、園芸施設共済(ﾊｳｽ)：共済価額の6～8割を補償)

水稲 １０月末から仮渡し開始予定(通常翌年１月)

園芸施設共済(ﾊｳｽ) ９月２９日から共済金の支払開始

③被災農家の負担軽減

○農業用ハウス等の再建・修繕及び撤去への助成［９月補正］

・園芸ハウス、畜舎、農業用機械などの再建、被災樹園地での土砂の撤

去や客土等に要する経費を県と市で助成

補助率 2/3（県1/3、市町村1/3）

・さらに被災者の負担軽減を図るため国庫補助を積極的に活用

経営体育成支援事業を活用した場合

補助率 5/6（国1/6、県1/3、市町村1/3）
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○果樹の改植への助成［９月補正］

・被災したみかん園等の改植経費を助成（国の制度）定額

・モノラックの復旧に対する助成（国の制度）に県、市で上乗せ助成

補助率 5/6

・未収益期間の経費助成（国の制度）

④復旧にあわせた産地強化に向けた取組

・被災農地の復旧とあわせ、農地の集積や畑地化、経営効率化や産地の

拡大に取り組めるよう、生産者や関係団体と協議

⑤有害鳥獣侵入防止柵の復旧

・侵入防止柵の再整備に要する経費への助成（国の制度）

・国制度で採択されないものや、本復旧までの間の仮設柵設置について

は、県と市で助成［９月補正］

補助率 9/10（県4.5/10、市町村4.5/10）

(２)林業者への再建支援

①事業継続を支援するための相談窓口を県振興局に設置

②金融支援等

○大分県特定災害対策緊急資金の発動（再掲）

指 定 地 域：大分市､佐伯市､臼杵市､津久見市､竹田市､豊後大野市

○林業・木材産業改善資金の活用

対 象：林業従事者、木材製造業等を営む者

融資限度額：１億円 融 資 期 間：１０年以内

融 資 利 率：無利子

○木材産業等高度化推進資金(運転資金)の活用

対 象：林業経営者、木材製業者等で、合理化計画又は林業経営

改善計画認定者

融資限度額：１億円 融 資 期 間：１年以内

融 資 利 率：1.5％

○木材業経営安定資金の活用

対 象：大分県木材協同組合連合会員

融資限度額：１億円 融 資 期 間：１年以内

融 資 利 率：1.675％

○乾しいたけ生産安定資金の活用

対 象：大分県椎茸農協組合員

融資限度額：200万円 融 資 期 間：１年半以内

融 資 利 率：0.21％
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③被災林業者及び特用林産物生産者の負担軽減 [９月補正］

○種苗生産施設の復旧への助成（国の制度)

・コンテナ苗生産施設の復旧経費について、国庫補助事業に県、市で上

乗せ助成（補助率 5/6）

○しいたけ等の生産施設の復旧・整備への助成（国の制度）

・しいたけ生産施設やほだ木の復旧等に要する経費について、国支援メ

ニューに県、市で上乗せ助成（補助率 5/6）

(３)水産業者への再建支援

①事業継続を支援するための相談窓口を県振興局に設置

②金融支援

○大分県特定災害対策緊急資金の発動（再掲）

指 定 地 域：大分市､佐伯市､臼杵市､津久見市､竹田市､豊後大野市

③被災水産事業者の負担軽減 [９月補正]

・被害を受けた水産種苗施設（アユ中間育成施設）の設備の復旧に要す

る経費を助成（補助率 2/3）

(４)農林水産業の元気・底力の情報発信

○農林水産業者の復興を後押しするため、大消費地等の大手量販店・百貨

店において県産品フェアを開催

２ 商工業の再生

(１)中小企業への支援

①相談窓口の設置

・事業継続を支援するための各種相談窓口の設置（県経営創造・金融課、

信用保証協会、商工会議所、商工会、商工会連合会、中小企業団体中央会）

②金融支援

○県制度資金災害復旧融資（特別融資）を適用

被災直後に「災害復旧融資（特別融資）」(実質利率2.35%)を適用

ⅰ)融資限度額 企業 3,500万円 組合 7,000万円

ⅱ)融資期間 設備資金 10年以内（うち据置1年以内）

運転資金 10年以内（うち据置1年以内）

ⅲ)融資利率 年1.8％ 参考：一般融資2.1％

ⅳ)保証料率 年0.55％以内 参考：一般融資0.85％以内

さらに市町村が発行する罹災証明書又は被災証明書がある者に

ついては次の融資利率、保証料率（実質利率0.9％）を適用

ⅴ)融資利率 年0.9％

ⅵ)保証料率 年0.0％
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○政府系金融機関による融資（災害復旧貸付）

【日本政策金融公庫の場合】

国民生活事業 融資限度額 3,000万円

融資利率 所定の利率

融資期間 10年以内（うち据置2年以内）

中小企業事業 融資限度額 1億5,000万円

融資利率 所定の利率

融資期間 設備 15年以内（うち据置2年以内）

運転 10年以内（うち据置2年以内）

【商工組合中央金庫の場合】

融資限度額 1億5,000万円

融資利率 所定の利率（相談の上決定）

融資期間 設備 15年以内（うち据置2年以内）

運転 10年以内（うち据置2年以内）

○セーフティネット保証４号の適用について

・災害救助法適用によりセーフティネット保証４号（通常の保証限度額と

別枠で100%保証）の適用地域を指定

９月２６日告示 佐伯市、津久見市

③早期の売上回復に向けた支援

・被災事業者の復旧作業が緒に就いたばかりのため、上記の県制度資金等

の活用は進んでいないところ、早期の売上回復に向けた取組に進めるよ

う、県・市・商工団体が一体となって支援する

・被災地域の小規模事業者への事業持続化支援(事業用資産(製造機器等)

の復旧経費、商談会出展等販路確保対策) [９月補正]

※店舗兼住宅も店舗部分の復旧を支援

・商店街等の復興イベントなどへの支援

・物産フェアや坐来大分を活用し、被災地域の産品販売を支援

④被災地域事業者の優遇措置

・既存補助事業等において、被災地域の事業者に対して加点するなどの優

遇措置を設定

（ものづくり・サービス業連携技術開発支援事業費補助金、がんばる商店

街総合支援事業費補助金、観光関連産業活性化支援事業費補助金）

(２)観光産業への支援

①情報発信

・県公式Facebook・Twitter等のＳＮＳによる元気な大分の情報発信
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・ツーリズムおおいたＨＰによる観光情報や正確なアクセス情報の発信

・首都圏等でのパブリシティ活動によるメディア向け観光情報の発信

②キャンペーン

・東京・大阪・福岡での観光キャンペーン等を活用した情報発信

・被災市の観光協会等が行う情報発信やキャンペーンに対する支援

③宮崎県と連携した情報発信や旅行商品造成への支援

-11-



Ⅲ 教育施設・文化財等の復旧・復興

１ 学校施設･教育の復旧・復興

(１)学校施設の被害・復旧等 [９月補正]

○県立学校 ３校（津久見市１、佐伯市２）

うち復旧済 １校（佐伯市）

○市町村立学校 １３校（臼杵市小学校３、中学校２、津久見市小学校４、

中学校３、佐伯市中学校１）

うち復旧済 ２校（臼杵市小学校１、中学校１）

○私立学校 ２校（津久見市１、佐伯市１）

うち復旧済 １校（佐伯市）

○共同調理場 ２施設（津久見市１、佐伯市１）

うち復旧済 １施設（佐伯市）

＜主な復旧予定＞

臼杵市

・佐志生小(運動場土砂流入等) → 平成２９年１２月末復旧予定

・南中(運動場土砂流入等) → 平成２９年１２月末復旧予定

津久見市

・津久見高校（体育館泥堆積等） → 床張替え工事等を実施し、

平成３０年２月中旬復旧予定

・堅徳小(給食調理場浸水、運動場泥堆積等)

・青江小(給食調理場浸水、運動場泥堆積等)

・第二中(給食調理場浸水、敷地内土砂流入等)

・共同調理場（床上浸水、調理機器故障）

佐伯市

・彦陽中（敷地内土砂流入） → 平成２９年１０月末復旧予定

(２)被災した児童・生徒等への支援

①心のケア

・被災学校へのスクールカウンセラーの派遣

実績３校(津久見市小学校１、佐伯市小学校１・中学校１)、１６人実施

②教科書の給付等 [９月補正]

・教 科 書：２６名（県立学校７、市町立学校１８、私立学校１）

・学用品等：５９名（県立学校１０、市町立学校４９）

③その他

・災害により家計が急変した場合の高等学校等奨学金(緊急採用)の貸付

市教委と連携し、

できるだけ早期に復旧
→
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２ 社会教育施設・文化財の復旧

(１)社会教育施設の復旧

○社会教育施設 １施設（津久見市）復旧済

○体 育 施 設 １３施設（臼杵市２、津久見市３、佐伯市８）

う ち 復 旧 済 ７施設（臼杵市１、津久見市１、佐伯市５）

＜主な復旧予定＞

・臼杵市戸上地域グラウンド(表土剥離等) → 平成３０年３月末復旧予定

・津久見市民球場(球場内設備破損等) → 平成３０年３月末復旧予定

・津久見市営グラウンド(球場内設備破損等) → 平成３１年３月末復旧予定

（被災地域の駐車場及びゴミ集積所として利用）

・佐伯市池船スポーツ公園（流木流入等） → 平成２９年１０月末復旧予定

・佐伯市尺間グラウンド（大規模陥没等） → 平成３０年３月末までに測

量・設計を終了し工事着手

・佐伯市稲垣スポーツ公園（表土剥離） → 平成２９年１２月末復旧予定

(２)文化財の復旧

国や市と連携し、被災した文化財の早期復旧

○国指定文化財 １件（竹田市）

○国登録文化財 ４件（豊後大野市２、大分市２）

○県指定文化財 ２件（臼杵市１、国東市１）

＜主な復旧予定＞

・臼杵城跡(登城路法面崩落) →平成３０年３月末復旧予定 [９月補正]

・石立山岩戸寺(参道へ土砂流入)→平成３０年３月末復旧予定 [９月補正]
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Ⅳ 社会資本等の復旧・復興

１ 道路・河川等の復旧

(１)応急復旧 [９月補正]

①道路の応急復旧

全面通行止め１１５箇所 → 残り１１箇所（１０月１８日現在）

（１０４箇所通行可）

孤立集落 ２５地区 → 解消済み（９月２０日まで）

＜主な応急復旧箇所＞

津久見市 四浦日代線（四浦） → １０月１７日片側交互通行可

津久見市 佐伯津久見線（津久見） → １０月１日片側交互通行可

豊後大野市 宇目清川線（伏野） → ９月１９日片側交互通行可
ふせ の

②河川の応急復旧

被災箇所 ３１４箇所 → １６箇所応急復旧必要（１０月１８日現在）

＜主な応急復旧箇所＞

佐伯市 井崎川(弥生大坂本) → １０月６日仮応急完了

番匠川(本匠堂ノ間) → １０月９日仮応急完了

臼杵市 海添川(海添) → ９月２２日仮応急完了

津久見市 津久見川(津久見) → １０月１３日仮応急完了

③砂防関係施設の応急復旧

被災箇所 １２０箇所 → 応急復旧予定なし

④交通安全施設の応急復旧

信号機 １基（津久見市）→ ９月１８日代替機で応急復旧完了

(２)本復旧 [９月補正]

◎激甚災害(早期局激)の指定（津久見市）

（１０月２０日閣議決定、１０月２５日公布・施行予定）

津久見市の公共土木施設に係る災害復旧事業に適用され、国庫補助率嵩上げ

〈国庫補助率の嵩上げ〉全国の過去５年平均

公共土木施設等（一般災害７０％→激甚災害８４％）

①道路の本復旧

(復旧方針)

次の条件から優先的に着手

○幹線道路

○再度の被災で孤立する恐れがある生活道路

○地域に密着した生活支援の道路
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＜主な復旧予定＞

・佐伯市 日之影宇目線（木浦鉱山）

・津久見市 佐伯津久見線（津久見）

・津久見市 四浦日代線（四浦）

・豊後大野市 中津留轟牧口停車場線（大白谷）

・大分市 中判田犬飼線（端登）

・災害復旧事業は、１２月までに災害査定を終了し、順次工事着手

②河川の本復旧

(復旧方針)

次の条件から優先的に着手

○人家に隣接するなど人命や財産を守る施設

○農地や商業施設等に隣接するなど産業活動を守る施設

＜主な復旧予定＞

・佐伯市 井崎川（弥生大坂本、弥生尺間）、堅田川（堅田、青山）

・津久見市 青江川（上青江、ｾﾒﾝﾄ町、地蔵町）、鍛治屋川（津久見）

・臼杵市 海添川（海添）

野津川（西寒田、落谷、宮原、野津市、白岩）

・大分市 大野川（上戸次）、河原内川（河原内、上竹中、端登）

・災害復旧事業は、１２月までに災害査定を終了し、順次工事着手

＜河川浸水対策の推進＞

・河道等の拡幅や橋梁の改築により治水安全度を高める河川改修事業を

検討（津久見川、井崎川等）

・河床掘削やパラペット設置など即効性のある治水対策の随時実施

・水防訓練や減災対策協議会での適切な防災情報の提供等の実施

③砂防関係施設の復旧、土砂災害の防止

（復旧方針）

次の条件から優先的に着手

○人家に隣接するなど人命や財産を守る施設

○農地や商業施設等に隣接するなど産業活動を守る施設

＜主な復旧予定＞

・佐伯市 落水川（宇目木浦内）

・津久見市 西之内川（津久見）

・臼杵市 六ヶ迫川（藤河内）

＜災害関連緊急事業の実施＞

・再度災害を防止するため砂防関係施設の設置を被災状況に応じて実施

【災害関連緊急事業】

津久見市 井無田川（下青江）、楠屋川（長目） 他
い む た くす や
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④交通安全施設の復旧

１１月末までに本復旧予定

図１ 道路・河川等の復旧までのスケジュール

(３)道路・河川等公共土木施設と農地の災害復旧工事に係る事前協議と調整

・被災施設の管理者協議（二重採択防止など）を、査定までに市と早期かつ

綿密に行う

・復旧工事において、施工方法や施工範囲、発注時期や工程等について、市

と迅速に検討・調整することで、早期に工事着手

＜事前協議と調整が必要な主な箇所＞

・佐伯市…横川（直川横川）、戸穴川（海崎） 他
ひ あな

・臼杵市…野津川（落谷）、王子川（王子） 他

図２ 河川災害と農地災害の連携（イメージ）

被災状況の調査
と災害報告

応急工事

査定準備

災害査定
(事業費の決定)

復旧工事の実施

9月
平成29年度

平成31年度平成30年度
3月2月1月12月11月10月

★
被災

(必要に応じて実施)

11月中旬～

(緊急度の高い箇所から着手)
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(４)県による市復旧事業の受託

市災害復旧事業のうち、①県と一体施工することが効果的な被災箇所、

②橋梁など技術的難度が高い公共土木施設災害を対象として、市の要望

があれば災害復旧事業を県が受託

(５)入札制度の弾力的な運用

迅速な工事着手のため、閲覧期間の短縮など弾力的な運用を図る

２ 農地・農業用施設等の復旧

(１)応急復旧

①農業用施設の応急復旧

・堤体の一部が崩落した、ため池（臼杵市野津町 芋の原池）の安全確保

に向け強制排水、開削等の応急工事や農道の崩土の除去等を指導（１６

箇所で実施）

(２)本復旧

◎激甚災害(本激)の指定

（１０月２０日閣議決定、１０月２５日公布・施行予定）

県内全域の農地や農道、水路等の農業用施設に係る災害復旧事業に適用さ

れ、国庫補助率嵩上げ

〈国庫補助率の嵩上げ〉全国の過去５年平均

農 地（一般災害８２％→激甚災害９５％）

農業用施設（一般災害９２％→激甚災害９８％）

①市町による復旧事業

・市町別被害箇所数（１０月１８日現在）

市町名 臼杵市 津久見市 佐伯市 豊後大野市 その他 合計

箇所数 ２２５ ２５５ ２６５ １，３７０ ９２２ ３，０３７

・測量設計業者の確保を大分県測量設計コンサルタンツ協会に依頼

・査定に向けた資料の速やかな整備を県が支援

・１１月から随時査定を受け、事業決定後、早期に市町が工事着手

・農業用ダムの取水等に支障をきたす流木等の除去(臼杵市 乙見ダム)
おと み

→既決予算で実施

②小災害の復旧

・１３万円以上４０万円未満の小災害は、農家等の負担軽減を図るため、

市町村が実施する農地等小災害復旧事業（有利な起債が可能）を推進

※農家個人が行う復旧工事に対する市町村補助金についても、特例とし

て当該事業が適用されるよう、国（大分財務事務所）と協議・了解済
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(３）復旧にあわせた産地強化に向けた取組（再掲）

被災農地の復旧とあわせ、農地の集積や畑地化、経営効率化や産地の拡大

に取り組めるよう、生産者や関係団体と協議

(４)道路・河川等公共土木施設と農地の災害復旧工事に係る事前協議と調整(再掲)

・被災施設の管理者協議（二重採択防止など）を、査定までに市と早期かつ

綿密に行う

・復旧工事において、施工方法や施工範囲、発注時期や工程等について、市

と迅速に検討・調整することで、早期に工事着手

・市が行う農地の復旧工事にあたり、随意契約などを活用した迅速かつ効率

的な事業実施が可能となるよう、道路・河川等の受注者情報等を市に提供

図３ 農地･農業用施設等の復旧までのスケジュール

３ 治山施設・林道等の復旧

(１)治山施設等の復旧［９月補正］

（災害復旧調査等）

災害査定に必要な調査・測量・設計 → ９月２７日から順次開始

（本復旧）

・市町別被害箇所数 （１０月１８日現在）

佐伯市 津久見市 臼杵市 竹田市 計

５ ４ １ １ １１

（主な被害箇所）

佐伯市宇目、津久見市徳浦 等

・林地崩壊（１１箇所)：治山ダムの設置、緑化工等による森林の復元

国との事業協議を行い、早期に工事着手

12月 1月 2月 3月

激甚災害の指定
予定（農）

被害状況の調査と
災害報告

応急工事

9月 10月

査定準備

災害査定
（事業費の決定）

災害復旧補助率
の確定

復旧工事の実施

11月
３０年度 ３１年度

【査定前着工の活用】

【優先順位の高いものから実施】

緊急に農道を復旧すれば、出荷できる箇

所については、積極的に応急工事を活用

[優先順位の考え方]
①早期の営農再開に資す

るものから順次実施

※河川工事等のインフラ

整備と連携し機能強化を

図るものは、関係者との

連携のもと早期完成を図
る。１２月末までに査定を完了

-18-



(２)林道等の復旧［９月補正］

①林道

（応急復旧）

津久見市 西ノ内線 → ９月１９日通行可（八戸集落の孤立解消）

（本復旧）

◎激甚災害(本激)の指定

（１０月２０日閣議決定、１０月２５日公布・施行予定）

県内全域の林道に係る災害復旧事業に適用され、国庫補助率嵩上げ

〈国庫補助率の嵩上げ〉全国の過去５年平均

林 道（一般災害８０％→激甚災害９１％）

・市町別被害箇所数 （１０月１８日現在）

市町村名 大分市 臼杵市 津久見市 佐伯市 その他 計

箇所数 １０６ ６８ ２９ ９０ ５４ ３４７

・測量設計業者の確保を大分県測量設計コンサルタンツ協会に依頼

・査定に向けた資料の速やかな整備を支援

・災害復旧事業は１２月までに災害査定を完了し順次工事着手

・国庫補助事業の対象とならない林道の復旧工事について、県単独の復旧

事業（補助率5.5/10）を適用

②専用道、作業道

・既存公共事業や県単事業（専用道災害復旧、作業道災害復旧）の補助率

を上乗せし、排水機能の強化を含め復旧を支援

（補助率 専用道：5.5/10、作業道：9/10）

(３)災害に強い森林づくり

・平成２９年７月九州北部豪雨災害に係る被害状況調査の結果、山国川の一

部など対策実施箇所では、伐採による直接的な流木抑制効果に加え、根

株による土壌保持効果が確認されたことから、林内路網の整備による間

伐の促進等と併せて河川沿いの樹木の伐採など災害に強い森林づくりを

全県で展開

４ その他施設の復旧

(１）漁港・海岸施設の復旧［９月補正］

・漁港施設

津久見市 保戸島漁港 浮消波堤の損壊

四 浦 漁 港 護岸の損壊

佐 伯 市 丹 賀 漁 港 護岸の損壊

→ １２月中旬の査定終了後、早期に工事着手
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・海岸施設

津久見市 四浦漁港海岸 護岸の損壊

→ １２月中旬の査定終了後、早期に工事着手

(２）漂着物・堆積物・漂流物の撤去

①港湾・漁港施設内漂着物・堆積物［９月補正］

・津久見港（津久見市）他９港 漂着物 V=2,070 

→草木等は９港で回収済み、残りは作業中

・松浦漁港（佐伯市）他２８漁港 草木等の漂着

→草木等は２７漁港で陸揚げ完了

陸揚げ未完了漁港については漂着・漂流状況に応じて実施

・小祝漁港（中津市）他２港 航路、泊地内の土砂埋塞

→災害復旧事業等により除去予定

②海岸漂着物［９月補正］

・神崎漁港海岸（大分市）ほか３箇所

→風向き等により再度漂着する可能性があるため状況をみて撤去予定

③洋上漂流物（海域で回収）

・大分市の沿岸海域

→清掃船「清海（県）」により船舶航行の支障となる漂流物（流木224

本、葦116 ）を回収済

・周防灘

→山国川河口付近海域から姫島にかけて清掃船「がんりゅう（国交

省）」ほか１隻により、船舶航行の支障となる漂流物（流木６本

等）を回収済

④漁場堆積物の調査

・臼杵湾中央部の水質・底質環境を調査中であり、必要に応じて国庫補助

事業で対応

(３)県営住宅の復旧

・津久見県営住宅 床上浸水 １棟６戸 → 平成３０年２月復旧予定

・明野県営住宅 法面崩壊（土砂撤去済）→ 平成３０年２月復旧予定

(４）その他施設の復旧

・藤河内渓谷キャンプ場（佐伯市宇目）

渓谷内砂利堆積 → 重機が利用できないため、当面はボランティ

アの力も借りながら１０月末を目途に撤去

散策道・吊り橋損壊 → 市専決予算で対応、年度内復旧予定

市道・河川護岸崩落 → 国災害査定待ち、ＧＷまでに復旧予定
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・旧豊栄鉱山坑廃水処理施設（豊後大野市緒方町）

中央制御盤信号ケーブル→復旧済み。緊急時対策として、予備ケーブ

ル工事を年度内に開始し、来年度中に整備

※河川の水質は従来と同レベルで周辺環境への影響はなし

(５)災害廃棄物対策

３市が行う災害廃棄物の処理については以下のとおりとし、国庫補助制度を活用

補助率1/2

①佐伯市

・市最終処分場内に仮置場を設置し、収集は建設業協会に委託(10月10日

終了)

・畳、木くずの処理は、太平洋セメント大分工場に委託し、他の混合廃

棄物については、業者に処理委託

②津久見市

・旧日代中学校に仮置場を設置し、全国都市清掃会議の支援を受けて収集

・災害廃棄物の処理は、太平洋セメント大分工場に委託

③臼杵市

・旧臼杵市内１０地区に仮置場を設置し、市が回収し清掃センターに集積、

分別（10月13日終了)

・旧臼杵市内の可燃物は大分市で焼却処分、不燃物は臼杵市で埋立処分

・旧野津町内のごみは、住民が豊後大野市清掃センターに搬送し、処理

５ ＪＲの復旧

(１)被災と復旧状況

①日豊本線

・発災後、臼杵～延岡間不通

市棚～延岡間で運行再開（宮崎県内）（9月19日～）
いちたな

佐伯～市棚間で運行再開（9月25日～）
いちたな

・現在、臼杵～佐伯間不通

②豊肥本線

・発災後、中判田～阿蘇間不通

三重町～阿蘇間で運行再開（9月22日～）

中判田～三重町間で運行再開（10月2日～）

・現在、県内不通区間なし
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(２)復旧に向けて

①不通区間の早期運行再開をＪＲ九州に要望

②運行再開までの間の代替交通手段の確保をＪＲ九州に要望

→日豊本線 臼杵～延岡間でバス代行輸送 （9月19日～21日）

臼杵～延岡間で特急バス代行輸送（9月20日～24日）

佐伯～市棚間でバス代行輸送 （9月22日～24日）

臼杵～佐伯間でバス代行輸送 （9月22日～）

→豊肥本線 中判田～阿蘇間でバス代行輸送 （9月19日～21日）

中判田～三重町間でバス代行輸送（9月22日～10月1日）
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Ⅴ 復旧・復興に係る人的・財政支援

１ 人的支援

(１）人的支援

①初期災害復旧対応に係る県職員等の派遣（９月１８日～）

・派遣形態：公務出張扱い（派遣元負担）

・市町村職員が対応する方が効果的な業務は、市長会・町村会と調整

②復旧工事に係る県職員等の派遣

・復旧に向け、土木施設については臼杵・佐伯土木事務所が、農地林業施

設については中部・南部振興局が、それぞれ現地調査等の支援をしてき

ており、今後は、査定設計書作成などの技術的支援についても、被災市

と十分調整を図りながら実施する予定

〈県職員〉 平成29年10月18日現在

佐伯市 臼杵市 津久見市 計

避難者の健康支援 避難所等 保 健 師 32 0 34 66

衛生支援
（消毒液の散布、配布）

被災地区 事 務 等 18 0 8 26

ボランティアセンターの立
ち上げ、運営支援

ボランティアセ
ンター

事 務 1 8 43 52

水道漏水調査支援 薬　剤　師 等 0 0 36 36

家屋被害調査
(市内被害調査)

事 務 等 0 0 10 10

家屋被害調査
(り災証明)

事 務 等 0 0 70 70

林業被害調査 林 業 0 0 6 6

学校復旧支援 被災小中学校等 事 務 等 0 0 19 19

51 8 226 285

〈県内市町村職員〉

佐伯市 臼杵市 津久見市 計

ボランティアセンターの運
営支援

大分、日田 事 務 0 0 14 14

家屋被害調査
(市内被害調査)

大分、別府 事 務 等 0 0 36 36

家屋被害調査
(り災証明)

中津、日田、竹
田、豊後高田、杵
築、宇佐、姫島、
日出、九重、玖珠

事 務 等 0 0 63 63

り災証明受付業務 由布 事 務 0 0 14 14

0 0 127 127

計

業 務 内 容 支援場所 職　　種
延応援人数（人日）

被災箇所

業 務 内 容 派遣市町村 職　　種
延応援人数（人日）

計
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２ 財政支援

(１)財政支援

①災害救助法の適用による財政支援

・救助対策に係る費用負担（全額市町村→市町村負担ゼロ）

国１／２、県１／２（８割特別交付税措置）

※救助内容：避難所の設置、食料品・飲用水、被服、寝具、医療、

住宅応急修理、障害物の除去等

なお、災害救助法の適用のない臼杵市については、県単独の制度により、

被服、寝具の支給や借上型仮設住宅等の支援を実施

②普通交付税の繰上げ交付（９／２７交付済）

佐伯市 １１億８７百万円

津久見市 ２億１３百万円

③激甚災害の指定（１０月２０日閣議決定、１０月２５日公布・施行予定)

④国庫補助負担金・特別交付税等の要望

・被災地域の財政負担軽減のため、国庫補助負担金や特別交付税をはじめ

とした地方財政措置による十分な財政支援を国に要望

⑤農地等小災害復旧事業債の弾力的適用

・農家個人が行う小規模な農地の復旧事業への市町村補助金に対し、特

例として農地等小災害復旧事業債が適用されることについて、国（大分

財務事務所）と協議・了解済（再掲）

Ⅵ 推進計画の進捗管理と見直し

この推進計画は、今後の復旧状況に応じて、随時に見直しを行うとともに

中長期的な復旧・復興対策も含めて検討を進め、計画に反映する。

大分県水害対策会議が本計画の進捗管理を行い、着実に推進する。
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これまでの経過

○台風第１８号災害

９月１７日 本県最接近

９月１８日 災害対策本部の設置

○災害派遣要請

自衛隊 ９月１７、１８日 津久見市、臼杵市

○災害救助法の適用

９月１７日 佐伯市、津久見市

○被災者生活再建支援法の適用

９月１７日 佐伯市、津久見市

○普通交付税（１２月分）の繰上交付

９月２７日 佐伯市（１１億８７百万円）、津久見市（２億１３百万円）

１ ９月２５日（月） 小此木防災担当大臣等へ緊急要望書を知事から手交し説明

＜要望項目＞

・復旧・復興に向けての財政支援

・被災者の生活再建への支援

・災害査定の早期実施と災害復旧事業の推進

・農林水産業への支援

・商工業への支援

・草木等漂流・漂着物の改修処理への支援

・ＪＲ日豊本線・ＪＲ豊肥本線の早期復旧に向けた支援

・教育・文化財の復旧支援

２ ９月２６日（火） 第１回水害対策会議

・被災状況について

・今後の復旧・復興に向けた取組について

３ ９月２６日（火） 第２回水害対策会議（現地水害対策会議：佐伯市、津久見市、臼杵市）

・今後の復旧・復興に向けた取組について

４ ９月２７日（水） 補正予算追加上程＜９７億６，８０２万４千円＞

・被災者・生活支援

・農林水産業、商工業への支援

・社会インフラ等の復旧
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５ １０月６日（金） 台風第１８号による災害について、国が激甚災害指定の方針決定

＜本激＞

・農地・農業用施設・林道の災害復旧事業等に係る国庫補助率の嵩上げ

＜局激＞

・公共土木施設等の災害復旧事業等に係る国庫補助率の嵩上げ

６ １０月１７日（火） 第３回水害対策会議

・「復旧・復興推進計画（案）」について

７ １０月２０日（金） 激甚災害指定の閣議決定

・対象は、農地等の復旧事業（本激）、公共土木施設等の復旧事業（局激）

・１０月２５日（水）公布・施行予定

８ １０月２０日（金） 第４回水害対策会議

・「復旧・復興推進計画」の策定

＜避難者数の最大値及びその際の避難所数＞

市町村名 避難箇所 世帯数 人数
大分市 35 78 142
別府市 6 14 19
中津市 38 92 126
日田市 39 119 197
佐伯市 44 110 157
臼杵市 11 60 122

津久見市 55 9 11
竹田市 20 53 91

豊後高田市 10 9 17
杵築市 16 5 9
宇佐市 24 33 47

豊後大野市 8 89 139
由布市 6 10 13
国東市 2 29 44
日出町 1 2 7
九重町 4 8 12
玖珠町 13 32 39
合計 332 752 1,192

※姫島村は避難者なし

-26-



平
成

２
９

年
１

０
月

１
８

日
　

１
７

時
０

０
分

現
在

単
位

県
　

　
計

大
分

市
佐

伯
市

臼
杵

市
津

久
見

市
豊

後
大

野
市

そ
の

他

人
1

1

人
0

重
傷

者
人

0

軽
傷

者
人

5
3

2

棟
3

1
1

1

棟
5
4
0

7
6

2
5
2
2

3

棟
3
7

2
1

1
6

6
3

棟
8
7
3

5
0

3
1
4

1
1
1

3
6
1

3
7

棟
1
,9

0
6

1
8
2

5
1
7

5
2
4

6
4
6

3
2

5

棟
3
,3

5
9

2
6
0

8
3
9

6
4
4

1
,5

3
0

7
8

8

棟
5
7
8

3
5

1
5
4

3
0

3
0
5

5
0

4

地
区

数
地

区
2
5

1
3

1
0

2

世
帯

数
世

帯
1
,0

2
2

3
4
0

6
3
0

5
2

人
数

人
1
,8

0
9

6
1
7

1
,0

9
3

9
9

避
難

所
数

箇
所

0

対
象

世
帯

数
世

帯
0

対
象

人
数

人
0

対
象

世
帯

数
世

帯
4
7
7
,5

9
1

2
1
8
,2

6
2

3
3
,4

9
1

15
,0

3
8

8
,3

5
9

1
6
,4

0
7

1
8
6
,0

3
4

対
象

人
数

人
1
,0

4
8
,1

1
3

4
7
9
,3

3
7

7
3
,2

0
6

37
,7

8
7

1
8
,2

1
3

3
7
,0

6
9

4
0
2
,5

0
1

対
象

世
帯

数
世

帯
1
4
8
,2

0
5

3
5
,0

6
7

3
3
,4

9
1

1
5
,0

3
8

8
,3

5
9

1
6
,4

0
7

3
9
,8

4
3

対
象

人
数

人
3
3
7
,1

4
6

8
2
,1

2
9

7
3
,2

0
6

3
7
,7

8
7

1
8
,2

1
3

3
7
,0

6
9

8
8
,7

4
2

対
象

世
帯

数
世

帯
5
6
,8

8
8

3
3
,4

9
1

1
5
,0

3
8

8
,3

5
9

対
象

人
数

人
1
2
9
,2

0
6

7
3
,2

0
6

3
7
,7

8
7

1
8
,2

1
3

※
１

被
害

状
況

の
集

計
は

９
月

１
６

日
か

ら
１

０
月

１
８

日
ま

で

※
２

 そ
の

他
市

町
村

は
、

別
府

市
、

中
津

市
、

日
田

市
、

竹
田

市
、

豊
後

高
田

市
、

杵
築

市
、

宇
佐

市
、

由
布

市
、

国
東

市
、

姫
島

村
、

日
出

町
、

九
重

町
、

玖
珠

町

平
成

２
９

年
台

風
第

１
８

号
に

よ
る

災
害

に
係

る
被

害
状

況
（
１

／
２

頁
）

被
害

種
別

人 的 被 害

死
者

行
方

不
明

負
傷

者

 （ 最 大 ）

住 民 避 難 等

避
難

準
備

・
高

齢
者

等
避

難
開

始

避
難

勧
告

避
難

指
示

住 家 被 害

全
壊

半
壊

一
部

破
損

床
上

浸
水

床
下

浸
水

合
計

非
住

家
被

害

住
　

民
　

の
　

孤
　

立
（
　

最
　

大
　

）

避
難

者
等

の
状

況
（
現

時
点

）

-27-

【参考１】



　
平

成
２

９
年

１
０

月
１

８
日

　
１

７
時

現
在

（
単

位
：
箇

所
、

百
万

円
）

県
計

大
分

市
佐

伯
市

臼
杵

市
津

久
見

市
豊

後
大

野
市

そ
の

他
県

計
大

分
市

佐
伯

市
臼

杵
市

津
久

見
市

豊
後

大
野

市
そ

の
他

箇
所
数

2
3

6
2

1
4

1
箇
所
数

金
　

額
5
3

7
7

3
9

金
　

額

箇
所
数

5
0
7

2
7

1
4
2

5
8

2
5
8

1
6

6
箇
所
数

3
1
4

2
6

5
2

8
7

3
8

5
8

5
3

金
額

1
,9

1
4

1
4
5

4
2
9

1
9

1
,3

1
7

4
金

　
額

4
,5

4
7

7
3
2

9
5
5

1
,2

0
8

6
4
9

5
2
3

4
8
0

箇
所
数

1
,7
8
4

4
5
9

2
1
8

9
5
9

9
5

7
4
6

箇
所
数

1
2
9

3
1
5

3
0

2
3

2
1

3
7

金
　

額
2
1
5

4
3

9
4
6

3
9

5
4

2
4

金
　

額
1
,1

2
4

1
3

1
1
9

2
3
2

4
8
9

1
2
8

1
4
3

箇
所
数

2
9
8

4
2

5
8

4
6

7
8

4
8

2
6

箇
所
数

4
4
3

2
9

6
7

1
1
7

6
1

7
9

9
0

金
　

額
1
0
4

1
0

3
0

1
5

2
3

2
3

3
金

　
額

5
,6

7
1

7
4
5

1
,0

7
4

1
,4

4
0

1
,1

3
8

6
5
1

6
2
3

箇
所
数

3
,0
3
7

1
0
9

2
6
5

2
2
5

2
5
5

1
,3
7
0

8
1
3

箇
所
数

金
　

額
5
,2

4
0

3
4
2

1
5
3

3
6
5

7
0
1

1
,8

3
0

1
,8

4
9

金
　

額

箇
所
数

箇
所
数

1
5

2
5

3
2

3

金
　

額
金

　
額

3
9

1
6

3
1
0

6
4

箇
所
数

5
,1
1
9

6
1
0

5
4
1

1
,2
3
0

4
2
8

1
,4
2
5

8
8
5

箇
所
数

1
2
0

8
5
8

2
0

2
7

5
2

金
　

額
5
,5

5
9

3
9
5

1
9
2

4
2
6

7
6
3

1
,9

0
7

1
,8

7
6

金
　

額
1
,5

1
2

1
1
9

7
7
3

2
4
2

2
8
4

6
6

2
8

箇
所
数

1
1

5
1

4
1

箇
所
数

金
　

額
2
5
0

1
8
3

5
6
1

1
金

　
額

箇
所
数

箇
所
数

2
9

4
7

4
9

5

金
　

額
金

　
額

6
5
3

1
9
0

3
0
1

2
6
0

1

箇
所
数

3
4
7

1
0
6

9
0

6
8

2
9

2
7

2
7

箇
所
数

2
1

1

金
　

額
8
1
1

1
6
8

3
1
7

7
5

1
2
0

9
5

3
6

金
　

額
1
4

7
7

箇
所
数

3
1
9

1
2
1
6

3
0

4
6
8

箇
所
数

9
4
2

5
1

1
8
0

2
0
1

1
5
2

1
7
5

1
8
3

金
　

額
1
5
1

6
9
5

1
3

3
3
4

金
　

額
1
2
,1

6
7

9
9
7

2
,6

8
4

2
,3

9
1

3
,6

4
6

1
,4

3
6

1
,0

1
3

箇
所
数

6
7
7

1
0
7

3
1
1

9
9

3
7

9
5

2
8

箇
所
数

7
1

2
1

1
2

金
　

額
1
,2

1
2

1
7
4

5
9
5

9
3

1
8
4

1
2
9

3
7

金
　

額
2
7
0

1
2
6
8

1

箇
所
数

1
6

4
4

1
7

箇
所
数

2
9

4
1

1
5

8
1

金
　

額
1
4
5

9
1
6

2
1
1
8

金
　

額
8
1

2
1

3
1

4
6

1

箇
所
数

3
5

1
1
2

5
1
3

4
箇
所
数

3
6

5
3

1
6

9
3

金
　

額
7
4

2
7

3
1
9

2
5

金
　

額
3
5
1

2
2

3
1

3
1
4

2

箇
所
数

5
1

5
1
6

6
2
0

4
箇
所
数

3
1

1
1

金
　

額
2
1
9

9
4
3

5
1
3
7

2
5

金
　

額
1
1

1
1
0

箇
所
数

5
,8
4
7

7
2
2

8
6
8

1
,3
3
5

4
8
5

1
,5
2
0

9
1
7

箇
所
数

5
2

3

金
　

額
6
,9

9
0

5
7
8

8
3
0

5
2
4

1
,0

8
4

2
,0

3
6

1
,9

3
8

金
　

額
2
3

2
3

箇
所
数

箇
所
数

2
3

3
1
2

2
6

金
　

額
金

　
額

1
0
1

1
5
1

1
6

3
3

箇
所
数

6
3

3
8

5
1
9

2
3

5
箇
所
数

1
3

4
1

3
5

金
　

額
1
,6

8
3

8
6

1
1
8

3
4

1
,2

3
2

1
5
9

5
4

金
　

額
1
2

1
0

2

箇
所
数

2
7
0

4
3
5

5
2

3
3

6
3

8
3

箇
所
数

8
0

1
2

1
8

1
9

1
9

3
9

金
　

額
2
,5

9
5

2
3

6
2
6

3
6
4

7
1
9

5
5
9

3
0
4

金
　

額
4
9
8

3
5
4

5
7

3
8
0

4

箇
所
数

3
3
3

7
4
3

5
7

5
2

8
6

8
8

箇
所
数

5
3

2

金
　

額
4
,2

7
8

1
0
9

7
4
4

3
9
8

1
,9

5
1

7
1
8

3
5
8

金
額

3
6

3
1

5

箇
所
数

7
,4
0
4

8
1
2

1
,2
1
7

1
,6
1
5

9
2
8

1
,7
1
7

1
,1
1
5

金
　

額
2
1
,6

5
8

1
,7

2
3

4
,0

3
5

2
,9

9
8

6
,4

6
6

3
,4

8
1

2
,9

5
5

被
害

種
別

被
害

種
別

福
祉

関
係

土 木 建 築 関 係

河
川

国
管

理

商
工

労
働

関
係

県
管

理

農 林 水 産 関 係

農
業

関
係

農
産

物
等

市
町

村
管

理

栽
培

施
設

計

海
岸

そ
の

他
農

業
施

設
港

湾

農
地

・
農

業
用

施
設

林
業

関
係

林
地

崩
壊

都
市

・
公

園

治
山

施
設

上
・
下

水
道

林
道

公
営

住
宅

教 育 関 係

計
私

立
学

校

そ
の

他
林

業
施

設
小

計

計
県

立
学

校

公
立

学
校

漁
港

関
係

そ
の

他
学

校
施

設

合
計

計
砂

防
設

備

そ
の

他

※
今

後
の

調
査

に
よ

り
、

件
数

、
金

額
は

変
動

す
る

平
成

２
９

年
台

風
第

１
８

号
に

よ
る

災
害

に
係

る
被

害
状

況
（
２

／
２

頁
）

漁
業

関
係

水
産

関
係

市
町

村
立

学
校

小
計

社
会

教
育

施
設

土 木 建 築 関 係

道
路

（
橋

梁
含

む
）

国
道

（
国

管
理

）

文
化

財
国

県
道

（
県

管
理

）

小
計

市
町

村
道

計

計

-28-



日之影宇目線（佐伯市木浦鉱山）

平成２９年９月 台風第１８号による災害 <佐伯市>

林道被害

林道被害

林道被害

林道被害

園芸施設被害（いちご類）
（直川直見地区）

園芸被害(にら)
（狩生・堅田地区他）

園芸被害（花鉢類）
（木立地区）

家畜被害
（宇目河内南地区）

農業関係被災 林業関係被災

水産関係被災

（ 農地 園芸施設・樹園地）

道路被災

河川被災

農地被害（波寄地区）

アユ中間育成施設（山梨子地区）

井崎川
（尺間、大坂本）

堅田川
（堅田、青山）園芸被害（茶：法面崩落）

（本匠山部地区）

佐伯津久見線
（津久見市津久見）

四浦日代線（津久見市四浦）

平成２９年９月 台風第１８号による災害 <津久見市>

浮消波堤損壊、泊地流木埋塞
（保戸島漁港）

林道被害 林道被害

農地被害
（中ノ内・瀬戸地区）

道路被害
（農道福線）

園地流亡被害
（千怒地区）

園地崩落・園地流亡被害
（谷川地区）

園地崩落被害
（堅浦地区）

園地崩落被害
（中ノ内地区）

林地崩壊
（徳浦地区）

園地崩落被害
（畑地区）

園地崩落被害
（平岩地区）

井無田川（津久見市下青江）

楠屋川（津久見市長目）

青江川
（上青江･地蔵町･セメント町）

鍛冶屋川
（津久見）

農業関係被災 林業関係被災

水産関係被災

（ 農地 園芸施設・樹園地）

道路被災

河川被災 砂防被災
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【参考２】 市別の被災図



<臼杵市>

林道被害

林道被害

農業施設被害
（家野地区）

ため池被害
（野津町王子地区）

農地被害
（野津町東光寺地区）

農地被害
（乙見地区）

平成２９年９月 台風第１８号による災害

園芸施設被害（ﾄﾏﾄ）
（家野・広原地区）

農業関係被災 林業関係被災
（ 農地 園芸施設・樹園地）

河川被災

野津川
（西寒田、落谷、宮原、野津市、白岩）

海添川
（海添）

臼杵市
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